
様式１（高等学校）

令和５年度学校評価 結果

中間評価 ５ 最終評価

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○基礎学力の向上
〇専門知識の理解向上

○基礎学力診断テストにおいて学習到達ゾーンがＤ２以上
の生徒を９０％以上にする。
〇日本農業技術検定３級合格者を５０％以上にする。

・朝の学びの時間にマナトレを使用して、中学校まで
の躓きを復習させることで、基礎学力の定着と向上に
繋げる。
・専攻の授業や総合実習において事前と事後に理解
度を確認する。

B

・マナトレの活用は定着したが、中間評価週間などに向
けての学習状況をみても学習習慣の定着には至って
いない。基礎学力診断テストのGTZ（２・３年生）はD２以
上は６４％と達成できなかった。しかし、全体的にGTZ
上昇者は３年生が４０人、２年生が２１人増加し、いい
傾向にある。

C

・６月～１１月の基礎学力診断テストによるGTZの結果は、国数英平均で、１年生が２５名、２
年生が２６名上昇したが、、Ｄ３以下が同学年とも３８％程度と低調であった。マナトレの取り
組み方の改善が必要である。
・日本農業技術検定３級合格者は７０．８％(全国平均66.1%)であった。 C

・専門性の追求とともに、一般常識向上を目指して欲しい。
・日本農業技術検定３級合格者が７０．８％(全国平均６６．１%)であったことは評価できる。

○教務主任
○進路指導主事
○各学年主任
○各教科・学科主任

〇希望進路の実現 ○就職内定率１００％
〇就職試験１回目で内定する生徒９０％以上
〇第一志望の大学・短大・専門学校への合格率１００％

・進学希望者に対する早期個別指導の実施
・国立大学、公務員希望者への受験指導体制の確立
・3年生対象進路学習会や一般常識テストの実施
・専攻や総合実習時に対話を通して進路意識の向上
を図る。

A

・進学、公務員希望者に対する指導を4月から実施。学
科、教科担当者の協力体制を確立し、随時情報共有を
はかっている。
・7月に3年生全員対象の学習会を2週間程度実施。1
日30分間SPI、一般常識問題集を用いた自学自習形
式。最終進路選択へ向けモチベーションアップにつな
がるとともに、空き時間を利用して積極的に問題集をひ
らくなど学習習慣の定着にもつながった。そのため、９
月末日現在、就職試験受験生全員が１回目で内定を
受けている。
・対話を通して、情報を提供し進路意識の向上に繋
がった。

B

・就職内定率は、９８．４％であった。また、就職試験1回目での内定率は９７%、進学希望者
における第1志望の合格率は96%という結果であった。
進学については推薦入試で確実に合格できるよう、基礎学力の定着が課題である。
・学科、教科間で連携しながら、国立大学希望者に対する個別指導を行い、佐賀大学の合
格者1名を輩出することができた。
・佐賀県農業大学に進学を希望した生徒全員合格したが、基礎学力、特に数学の学力向上
に努める必要がある。
・就職進学とらわれず、一般常識＆SPI、一般常識テストも含めて、学力向上のために改善・
検討の余地ありと思われる。

B

・就職試験受験者全員が内定。教職員と生徒の努力の賜でしょう。
・基礎学力の向上は手立てを組んで対策していくことが必要だが、就職内定率は１００％、進学希望者におけ
る第1志望の合格率は９６%という結果は評価できる。
・学科、教科間で連携しながら佐賀県農業大学に進学を希望した生徒全員合格、、国立大学希望者に対する
個別指導を行い、佐賀大学の合格者1名を輩出することができたことは評価できる。
・基礎力UPについては、学生のやる気･発奮策が必要と考え,e-スポーツ、漫画、新聞等の学生が好む媒体の
活用を検討してみては。
・一般常識は必要だと思いますので、学力向上のための改善・検討をお願いしたい。

○進路指導主事
○各学年主任
○各教科・学科主任
○教務主任

●生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫
理観や正義感、感動する心など、豊
かな心を身に付ける教育活動

○道徳教育の全体計画に基づいて授業を行った教員９
５％以上
〇人権学習の実施前と実施後の心の変化調査

・人権講演会の実施
・情報モラル教育及び人権教育を実施
・生徒アンケート調査の実施

B

・道徳教育の授業を行った教員は９５％であった。
・人権講演会は、11月に実施予定。
・情報モラルに関する講演会を10月2日に実施。生徒、
希望する保護者対象。

A

・道徳教育の授業を行った教員は１００％であった。
・人権講演会事後アンケートでは、人が社会の中で自由に考え行動し、幸福に暮らせる権利
を感じてくれた。反面差別はしてはならないが無くなりにくいとの意見もあった。

A

・人権教育は公民館でも行うが成果の評価が難しい。また、人権の範囲が拡大し、専門性を持った指導者が
不足している分野がある。他者への思いやりや倫理観は、繰り返しの教育しか方法がないのでは。
・継続して取り組んでいただきたい。
・近年、報道等でも問題となっている飲食店やバイト先での迷惑行為は、モラルの欠如から起こる行動だと思
います。人権を重んじる教育も重要ですが、社会人としてのモラル向上につながる教育も併せて行っていただ
けたらと思います。
・学生自らによるケース会議・討論会の実施を検討してみては。

○道徳教育推進教師
○人権・同和教育担当者
○教育情報化推進リー
ダー
○各学年主任

●いじめの早期発見、早期対応に
向けた取組の充実

○いじめ０（ゼロ）を目指す。
〇学期はじめに面談を行い、いじめを受けている本人から
教師に相談できる体制を整え、相談回数を増やし、早期解
決へと導く。
○いじめの定義を再学習後、いじめの認識を深めた生徒
９０％以上を目指す。

・各学年で生徒に関する情報交換を実施し、いじめの
予防、早期発見、早期対応に向けた取り組みを行う。
・生徒とのコミュニケーションを密にとり、些細な変化も
見逃さないように注意し、職員間で連携して対応に取
り組む。
・いじめの定義ついて再確認する授業後、自分や周囲
の行動について振り返るワークシート記入を２回実施
する。

C

・１学期、２学期はじめに個人面談を実施した。
・１学期末までに１２件のいじめが発生し、その多くは
SNSが絡んでいた。今後の対応を検討した。
・学年会を実施し生徒の動向や不登校傾向のある生徒
の情報交換および対応について検討した。
・いじめ防止のための学習会を２回実施した。集計の
途中段階であるが、自分の言動を振り返り反省してい
る生徒が多くみられた。

C

・いじめアンケートや生徒からの申し出で、いじめ事案を１８件確認できた。生徒はいじめに
について認識しているが、意識と行動が伴わない生徒も見られるため、今後さらに具体的な
事例をあげていじめの定義を確認する必要がある。特にSNSが絡んだ事案が多いため、
SNSの利用について指導をしていく必要がある。
・いじめ防止のための学習会を２回実施し、２回目の学習後、９４％の生徒がいじめの認識
を深め、自分の言動を振り返り改善の必要性を意識できた。

C

・いじめについては過度なSNSへの依存などが引き金となるようなケースが多いと聞く。適切な使用とリスク教
育の徹底が重要。
・ＳＮＳ利用による加害や被害は保護者の意識化も大切だが、社会人となっていくために本人たちのセルフコ
ントロールができるように啓発していく必要がある。
・家庭・地域・学校の連携（経験者の講演会等の開催）
・学校で起きたいじめの内容を授業に生かしてみては？（した側も、された側もお互いに考えてみては）
・いじめの認識していない生徒の行動が、次のいじめにつながっているように思えるので何か対策指導すべ
き。

○生徒指導主事
○教育相談主任
○各学年主任

○校内の相談体制の充実 ○SCや教員を相談する人にあげる生徒80％以上を目指
す。

・個人面談週間の実施（年２回）
・教育相談、養護教諭の連携、教員間の連携の強化。
・SCによる「SOSの出し方」教育講話の実施

B

・１学期、２学期の２回個人面談を実施できた。
・教育相談、養護教諭の連携は定着し、学年主任、担
任からの相談・報告も増加した。
・SCによる教育講話を実施した。

C

・SCによる「SOSの出し方」教育講話を５月に実施した。
・個人面談週間を２回実施できたが、面談からいじめ等の相談はあがってこなかった。生徒
間のトラブル等は保健室での養護教諭への相談から教育相談担当、担任、学年主任との連
携で対応でき、連携の強化は図れた。
・昨年度よりSCの利用数は増えているが、１月に実施した教育相談アンケートではSCを利
用してみたいと思う生徒は２２％であった。教員に相談したことがある生徒は５０％、教員に
相談したいと思う生徒は４３％という結果から、トラブルの早期発見解決のために、生徒と教
員の信頼関係の構築の工夫やSC活用を広める工夫が今後の課題である。

C

・相談者が安心して相談できる体制がとられているか？特に性に関する相談等は絶対的に守秘義務が担保さ
れているかを点検・確認する。
・ＳＣの活用については、改善の余地がある。
・相談を受ける側の教員の方々の研修なども具体的取り組みに組み込まれてはどうでしょうか。
・悩み事の多様化に対応したSCの配置手配。
・問題の多様化もだが、対応策も複雑化しており社会的問題と捉えるべき。

○教育相談主任

●運動習慣の改善や定着化 〇体力の向上を実感した生徒の割合を７５％以上にする。 ・体育の授業でラジオ体操・ランニング・補強運動など
の体力を向上させる運動を継続して実施する。

C

・体育の授業の導入でラジオ体操やランニングなどを
継続して行った。体力の向上を実感している生徒は63%
であった。 B

・体育の授業では毎回ラジオ体操とランニングを欠かさずに行った。72%の生徒が体力の向
上を実感している。

B

・体育祭を見学したが、ほとんどの生徒が喜びを表現していた。得意・不得意はあるが、楽しむことが大原則と
考えます。
・今後も更に継続していただきたい。
・「体力の向上を実感」と判断する指標や判断項目はあるのでしょうか。それとも生徒個人の感覚的な判断な
のでしょうか。

○体育主任
○保健主事
○養護教諭

●望ましい食習慣と食の自己管理
能力の育成

●「健康に良い食事をしている」生徒９８％以上
○朝食をとって登校する生徒90％以上

・保健だよりの発行
・食に関する意識調査の実施

C

・食に関する意識調査を6月に実施。「健康に良い食生
活をしている」と答えた生徒は84.9%であった。
・検診だよりを発行し、スムーズな受診を促した。

C

・食に関する意識調査を11月に実施。「健康に良い食生活をしている」と答えた生徒は
77.7％であった。1学期に比べて減少しており、食への関心を持たせていく必要がある。

C

・高校生は一般的に不規則な食習慣をしがち。保護者の理解を得て社会人としての予行練習だと踏まえて欲
しい。
・朝食をとって登校する生徒を９０％以上にする手立てが必要。夕食や夜食をとる時間や食事内容に問題がな
いか調査し、バランスの取れた朝食をとる習慣を是非定着させていただきたい。
・朝食を摂らない要因は何なのでしょうか？
・健康だよりの発行継続による啓発。
・保護者への情報提供の方法（ペーパーレス化）の検討。

○保健主事
○養護教諭
○体育主任

●業務効率化の推進と時間外在校
等時間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校等時間の上限を
遵守する。

・定時退勤日の設定（毎週月曜日）
・時間外が多い職員の業務分担の見直し
・部活動休養日の設定
・部活動顧問の複数配置
・学校閉庁日の設定

A

・組織的に業務を運営できるよう声かけをした。
・正副部顧問以外に補助職員を配置した。
・全職員の時間外勤務時間の平均34時間39分であっ
た。
・夏季休業中に３日間の学校閉庁日を設定し、教職員
が休暇を取得しやすい環境を整備した。

A

・部活動では正副顧問以外に補助職員を配置した。
・業務の組織づくりに努め、全職員の時間外勤務時間の平均33時間51分となった。80時間
を超える職員は0人であった。
・定時退勤日を月曜日、夏季休業中に３日間の学校閉庁日を設定し、休養日取得に努め
た。
・業務改善のため新たに欠席連絡のツールとしてTeamsを取り入れた。

A

・小中学校では保護者対応に追われ時間外の削減が進んでいないように聞いている。高校では部活動への
影響があるのでは？
・今後も是非継続して改善に向けた取り組みをお願いします。
・更なる時間外在校等時間の短縮、クラウド活用等を図る必要あり。

 ○管理職

○教職員のＩＣＴスキルの向上及び
生徒の学習用ＰＣ活用の推進

○１人１台端末の活用率９５％以上。
○ＰＣの活用機会の提供（資料の配付、アンケートへの回
答など）
○各会議の資料のペーパレス化

・一人一台端末を使用し、Ｔｅａｍｓを用いて資料を共
有することでペーパレス化に繋げる。
・スクールニュースの有効活用

B

・学習用PCの週当りの活用率は93.9％であった。
・Teamsを用いて資料配布をし、ペーパーレス化に努め
た。教材提示や確認テスト、アンケート集計など、授業
でもTemsやFormsが活用されている。
・スクールニュースでの随時情報発信を行った。

B

・学習用PCの週当りの活用率は93.9％であった。（そのうち、TeamsやFormsなどのクラウド
活用率は約９２％、「学習時間が増えた」や「資格取得につながった」と回答した生徒が約９
５％であり、学習に対する姿勢や学力の向上につながっている）
・運営委員会、職員会議、職員研修などの資料をペーパーレス化した。
・スクールニュースで随時情報発信を行い、家庭への伝達効率の向上とペーパーレス化を
行った。

B

・教職員のICTスキル向上のための研修はいつ行われているのでしょうか？休日・夜間・e-ラーニング？
・今後も継続してください。
・PCを活用したことで学習意欲につながった。
・ペーパーレス化は良かった。（効率がよくなった）

○教育情報化推進リー
ダー
○教務主任

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

◎ＳＡＧＡコラボレーション・
スクールを活用した魅力と
活力ある学校づくり

◎魅力的な専門教育を通して各分
野への興味・関心を深め明確な進
路意識を育み、志を高める教育を目
指す。

◎学年の枠を超えた授業を展開し、専門分野において先
輩が後輩を指導する機会を設ける。
◎教科横断型の授業を展開し、教科および科目の関連を
意識させる。
◎専門科目の学習に、興味・関心をもって取り組んだ生徒
８０％以上を目指す。

・実社会での専門知識の利用法など実になる学習の
展開
・地元の産業界等と連携し、外部講師による学習活動
や技能講習会を実施するなど、より専門教育の学習
内容を深める。

B

・計画どおり外部講師による学習活動や技能講習会を
実施できている。
・２年生から１年生へ課題研究発表会を実施し、先輩か
らの助言、後輩からの質問など意見交換ができた。 B

・計画どおり若手人材育成のための技能講習を実施した。
・専門科目の学習に、興味・関心をもって取り組んだ生徒は８９％であった。

A

・小中学生が公民館行事を通じて、高志館生との交流の場が増えた結果、自分も高志館に進学したいという
子供が増えています。子供たちが高志館を高く評価している証左だと思います。
・課題研究発表会の取り組みは非常に素晴らしいことだと感じましたので引き続き実施をと思います。
・学科やスポーツに限らず特色のある学校づくり。
・他校との交流。

○研究部主任
○農場長
○教務主任
○各学科主任
○各学年主任

★ＳＡＧＡコラボレーション・
スクールを活用した地域と
ともにある学校づくり

★特色ある専門教育を活かした地
域課題解決型活動により地域への
愛着を育む。
★地元自治体や教育機関、業界団
体などとの運営協議会を開催し、魅
力ある学校づくりを推進する。

★地域の学校や団体と連携し、学校や地域の施設で、学
校生産物の販売・接客等を行い、地域愛を育むとともに、
実践教育による学力の向上を図る。
★地元自治体や教育機関、業界団体などと連携し、地域
の課題について研究活動を実施する。
★将来、地域に貢献したいと思う生徒８０％以上を目指
す。
★自分の学校を中学生に勧めることができる生徒の割合
７８％以上、教職員の割合８５％以上。

・地域施設での学校生産物販売会の運営
・害獣対策として、大学と連携し、害獣肉を利用した肉
加工実習を継続して行う。
・近隣施設との連携事業の展開
・幼、小、中、特別支援学校等にて出前授業等の実
施。

B

・公民館との連携事業は計画どおり実施している。
・地元公民館と連携し、学校生産物の販売およびイート
インコーナーでの接客を実施した。

C

・佐賀県の産業界と連携し、地域製造業から外部講師による指導のもと、商品開発を実施
し、専門科目の学習内容を深めた。
・地元の企業や自治体と連携し、地域の特産物であるコンニャク栽培についての研究を開始
した。
・地域の幼稚園との交流や中学校への出前授業を通して生徒の農業に対する興味・関心が
高まり、学力の向上につながった。
・地域の大型商業施設や公民館、NGOなどと連携し、学校生産物の販売およびイートインに
よる接客形式の販売会ができた。
・佐賀大学と連携し、大学教授による害獣に関する講義を実施し、専門科目の学力向上を高
め、害獣肉を利用した肉加工実習を実施する予定である。
・地域に貢献したいと思う生徒は６５．７％であった。
・自分の学校を中学生に勧めることができる生徒の割合７６．８％、教職員の割合６２．９％で
あった。

B

・課題研究発表会に参加したが、それぞれの専門的な課題であり大変興味深く聴きました。この経験を地域と
結びつけることができないかを考えたいと思います。異業種から学ぶことや発見は多くあります。無駄なことは
一つもありません。沢山の経験を社会づくりに生かして欲しいと思います．地域では高校生とのコラボを心待ち
にしています。新たな取り組みを発展させましょう。
・建設業でのICTをはじめ建設DXの取り組みを小･中学生に向けて広報することによって、貴校進学者を増や
すことに結びつけたいと思います。
・活動内容は充実しているのに、生徒や教職員の意識化ができていないところがもったいない。原因を把握
し、是非改善に向けた取り組みをお願いしたい。
・自分の学校を中学生に勧めることができる教職員の割合６２．９％と、生徒より低率であるところが気になりま
す。その原因の把握と改善に取り組んでもらいたい。
・専門学校の必要性を情報発信。
・出前授業等の息の長い活動。
・地域交流はもっと増やしても良いと思います。

○研究部主任
○農場長
○教務主任
○各学科主任
○各学年主任

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育　★･･･唯一無二の誇り高き学校づくり

学校名 佐賀県立高志館高等学校

主な担当者
重点取組

具体的取組
中間評価 最終評価 学校関係者評価

４ 重点取組内容・成果指標

●学力の向上

１ 前年度
  評価結果の概要

・新たな取り組みやＰＲ活動を講じて生徒募集を行ったが十分な結果をだすことが出来なかったため、次年度も継続して学校の魅力発見・確認に努めるとともに、学校魅力の情報発信、通学しやすい環境整備、現代のニーズに合った学科編成の検討など生徒確保への取り組みを行い、「生徒が誇れる」、「保護者から信頼される」、「地域から必要とされる」そして「職員が勤務したい」学校づくりを引き続き行う。
・全職員が「OneTeam」となり学校教育目標の実現に組織的に取り組み、農業の専門高校の特徴を活かした活動等を行い地域からも評価を得ている。また、コロナ禍の中、行事の精選や効率化を図りながらも生徒にとってより良い学校生活の構築に向け取り組んだ一年であった。また、３年生は、進路決定１００％を達成し卒業することができた。

２ 学校教育目標

５ 総合評価・
  次年度への展望

・新たに通学方法やインスタグラムによるＰＲ活動に取り組んだが、すべての目標を達成することが出来なかった。次年度も学校魅力の情報発信、通学しやすい環境整備、地域と連携した取り組みなどに継続して力を入れ、「生徒が行きたい」、「保護者が行かせたい」、「地域から必要とされる」そして「職員が勤務したい学校」を創り、地域に根ざした学校づくりを引き続き行う。
・全職員が「高志潔心」との理念のもと、学校教育目標の実現に組織的に取り組み、農業の専門高校の特徴を活かした活動等を行い地域からも評価を得ている。また、行事の見直しや効率化を図りながらより良い学校生活の構築に向け取り組んだ。
・生徒の主体的な活動に力を入れ、学校行事の司会進行やインスタグラムの投稿など生徒自らが課題解決力を身につけながら、自信を持って自立できるよう挑戦の場を多く準備したい。

主な担当者

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

●心の教育

●健康・体つくり

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

校訓「高志潔心」の理念（高い目標を持ち、目標達成に向け邁進する態度と潔い心を育てる）を指針として訓育に努める。
　①　学業の充実・基礎学力の定着　　　　②基本的生活習慣の確立　　　　　③　生徒会活動、農業クラブ活動、部活動、ボランティア活動の活性化
　④　信頼される開かれた学校の推進　　　　　⑤　専門教科の教育内容及び施設・設備の充実

３ 本年度の重点目標

スローガン「ステップアップ高志館」 ～マナーの向上と更なる成⾧を目指して～
○生徒が高い志を持ち、自らの可能性を信じて更なる「成⾧」を目指せるよう、授業と部活動の充実に努め、生徒が力を試す挑戦の場を多く準備する。
○時代とともに技術は変化するが、身につけた精神は生き方を支えることを生徒に理解させ、さまざまな教育活動をとおして学力やマナーを含む、社会に貢献できる「人間力」を身につけさせる。
○先が見えない時代にあっては、常に考え、課題を解決する「課題解決力」が備わっていることが必要であるとの認識を持ち、生徒に今は何をすべきかを常に考えさせ、責任を果たさせる中で自信を芽生えさせ、自立しようとする気持ちを育む。

重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価


